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市
内
に
15
カ
所
設
置
さ
れ
て
い
る
公
設

公
民
館
。
皆
さ
ん
は
自
分
の
地
域
に
あ
る

公
民
館
に
行
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

よ
く
利
用
す
る
人
で
も
、
ど
の
よ
う
な
役

割
が
あ
る
施
設
な
の
か
、
普
段
は
意
識
し

て
い
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
公
民
館
は
、
文
化
・
教
養
の
向
上
や
健

康
増
進
を
図
る
た
め
、
生
涯
学
習
講
座
や

講
演
会
、
健
康
づ
く
り
教
室
を
開
催
す
る

こ
と
で
、
皆
さ
ん
の
生
活
に
役
立
つ
知
識

を
学
ぶ
機
会
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
公
民

館
は
地
域
を
支
え
る
社
会
教
育
施
設
で
す

が
、
地
域
の
交
流
を
活
性
化
さ
せ
る
集
会

所
と
し
て
の
役
割
も
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
災
害
発
生
時
に
は
、
地
域
の

皆
さ
ん
を
守
る
避
難
所
と
し
て
の
役
割
も

担
っ
て
い
ま
す
。

　
最
近
は
時
代
の
変
化
と
と
も
に
少
子
高

齢
化
や
地
域
の
つ
な
が
り
の
希
薄
化
な
ど

の
社
会
問
題
が
発
生
し
、
誰
も
が
こ
の
よ

う
な
問
題
に
無
関
係
で
は
い
ら
れ
な
い
世

の
中
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
一
人
で
は

解
決
す
る
こ
と
が
難
し
い
問
題
も
、
地
域

一
丸
と
な
っ
て
少
し
で
も
解
決
で
き
る
よ

う
、
公
民
館
は
地
域
の
核
と
な
っ
て
問
題

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
後
、
公
民
館

は
さ
ら
に
地
域
と
連
携
し
、
人
と
人
を
つ

な
ぎ
な
が
ら
、
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
社
会
情
勢
の
変
化
と
と
も
に
、
公
民
館

は
新
た
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
地
域
を
目
指
す
た
め
、
令

和
３
年
度
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
オ
ン
ラ
イ
ン
予
約
が
難

し
い
人
の
た
め
に
、
一
時
的
に
予
約
支
援

窓
口
を
公
民
館
に
設
置
し
ま
し
た
。ま
た
、

近
年
急
速
に
普
及
し
て
い
る
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
機
器
の
使
い
方

や
用
語
を
説
明
す
る
講
座
を
開
催
す
る
な

ど
、
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
柔
軟
な
対
応
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

▲スマートフォン講座（とようら公民館）

公民館は地域のために、「まな
ぶ」「つどう」「むすぶ」ための拠
点施設として中心的な役割を
果たすとともに、地域の交流
を活性化させ、人づくり・地
域づくりをする役割を担って
います

公民館は災害に備えた役割も

特集

人人とと地域地域をつなげるをつなげる公民館公民館
市民のための生涯学習の場所や地域づくりの拠点となる公民館。市は皆さん
が集うだけでなく、地域に親しまれる施設を目指し、さまざまな事業に取り
組んでいます。この特集では、公民館の役割や、新たな取り組みを紹介します。

▶問い合わせ　西生涯学習課　☎0287（37）5364

公
民
館
の
役
割
と
機
能

▲�公民館に集う人たち（西那須野公民館）

▲�農園野菜くらぶ（厚崎公民館）

日常は防災活動の拠点の1つにな
り、非常時は避難所としても使わ
れます

▲�防災訓練で消火器の操作体験
　（大山公民館）

ニ
ー
ズ
の
変
化
に
合
わ
せ
て

つどうむすぶ

人づくり・地域づくり

日常生活のなか
で、人々が気軽
に集える場

まなぶ
講座など、知識
や教養を深める
生涯学習の場

集う人や地域の
団体などのつな
がりをつくる場

▲�地区内の歴史講座（鍋掛公民館）

公民館公民館のの役割役割とは？とは？


